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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の画像表示方法及び液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】ＴＮ型液晶材料を用い、信号電極に入力される
データ信号に所定周期で非表示信号を挿入することで液
晶パネルを非ホールド表示にする液晶表示装置及びその
駆動方法において、動画像のぼけを画像のデータ信号の
レベルに関りなく改善できるようにする。
【解決手段】表示をノーマリホワイトとし、入力される
プログレッシブの動画映像信号の１ラインおきに黒信号
を入れ、かつ１フレーム毎に黒信号の書込み位置を変え
ることでインターレース表示する。これにより、画素へ
の画像データの書込みを液晶のＴ

off
 側だけで行うこと

ができるようにする。ネマチック液晶の場合、Ｔ
off

 側
の応答速度は液晶への印加電圧に関りなく一定であるの
で、映像信号の信号レベルに関らず動画像のぼけを改善
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＴＮ型液晶を用いたアクティブマトリク
ス型液晶パネル上の画像を、ノーマリホワイトで表示す
る液晶表示装置の画像表示方法において、
前記ＴＮ型液晶のＴ

off
 側のみを用いて画像を表示する

ことを特徴とする液晶表示装置の画像表示方法。
【請求項２】  前記液晶パネルの走査電極の１ライン毎
に黒を表示し、インターレース表示させることを特徴と
する、請求項１に記載の液晶表示装置の画像表示方法。
【請求項３】  映像信号を倍速表示すると共に、前記液
晶パネルの走査電極の１ライン毎に黒を表示しインター
レース表示させることを特徴とする、請求項１又は請求
項２に記載の液晶表示装置の画像表示方法。
【請求項４】  表示素子にＴＮ型液晶表示素子を用い、
ノーマリホワイトのアクティブマトリクス型の液晶パネ
ルと、
前記液晶パネルの走査電極を線順次に選択する手段と、
選択された走査電極上の画素に、前記ＴＮ型液晶表示素
子のＴ

off
 側のみを用いて画素データを書き込んでいく

手段とを少なくとも備える液晶表示装置。
【請求項５】  前記液晶パネルの走査電極の１ライン毎
に黒を表示し、インターレース表示させる手段を設けた
ことを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】  映像信号を倍速表示する手段と、前記液
晶パネルの走査電極の１ライン毎に黒を表示しインター
レース表示させる手段を設けたことを特徴とする、請求
項４又は請求項５に記載の液晶表示装置
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、直視液晶モニタや
液晶プロジェクターなどの液晶表示装置における画像表
示技術に関し、特に、動画像のぼけ改善に有効な技術に
関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、ＣＲＴを用いた画像表示装置に加
えて、液晶パネルを用いた表示装置が普及してきてい
る。しかしながら、動画像を扱う場合、液晶表示装置に
おいては「動画像ぼけ」が生じ、液晶表示は原理的にＣ
ＲＴによる表示より画質が劣ることが知られている。こ
のことから、動画像の画質（ぼけ）改善が液晶表示にお
ける重要な課題になっている。
【０００３】例えば、野球のボールが飛んでいく画面を
見るとき、液晶表示装置では時に尾を引いて見えるのに
対し、ＣＲＴディスプレイではそのような現象は起らな
い。動画像におけるこの違いは、ＣＲＴは、図４（ａ）
に示すように、電圧が印加された瞬間だけパルス的に発
光するインパルス型であり、応答の時間周波数特性がフ
ラットであるのに対し、液晶表示素子は、図４（ｂ）に
示すように、画像の輝度Ｌが映像信号の１フィールドの
期間（時刻ｔ１～ｔ３、ｔ３～ｔ５、ｔ５～）ほぼ一定
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に保たれるホールド型であって、高域で応答が低下する
低域通過型の時間周波数特性（アパーチャ歪）を示すと
いう違いに基くものであると言われている（例えば、特
開平９－３２５７１５号公報参照）。
【０００４】そこで、液晶表示装置のような、表示素子
がホールド型の装置における動画像のぼけ改善には、何
らかの方法で表示を一定期間禁止して非ホールド化し、
画像表示光のパルス応答の時間的な広がりを縮小するこ
とが有効であると考えられ、従来、１フィールド内の或
る期間を表示禁止にして黒画像を挿入する方法が、いろ
いろ工夫されている。例えば、上記特開平９－３２５７
１５号公報に係る発明においては、図５に示すように、
液晶表示素子５１と観視者５２との間或いは、光源ラン
プ５３と液晶表示素子５１との間にシャッタ５４を設
け、映像信号の垂直同期に同期させて観視者５２への画
像光を遮断することにより、表示保持期間を１フィール
ド内の一定期間に制限するようにしている。シャッタ５
４には、光の透過を高速にオン、オフできるポリマー分
散液晶や強誘電性液晶などを使用する。或いは、上記公
報に記載されてはいないが、従来周知のメカニカルシャ
ッタでも良いであろう。上記公報は、また、光源ランプ
５３にストロボランプのような点灯、消灯を高速で行え
るランプを使用して、１フィールド内での表示保持期間
を制限する方法も開示している。
【０００５】一方、特開２０００－２０６４９２号公報
は、シャッタやストロボランプのような特別の部品を用
いず、液晶パネルの駆動方法を変えることによって、純
電気的に非ホールド化する技術を開示している。図６
（ａ）、（ｂ）に、上記特開２０００－２０６４９２号
公報の図１の要部及び図５を再掲して示す。尚、図６は
説明の便宜上、図中の各部の符号に、特開２０００－２
０６４９２号公報で用いられていたものとは異なる符号
を用いて示す。図６を参照して、液晶パネル１の表示部
２には、複数の走査電極５が紙面横方向に並列に走り、
複数の信号電極６が縦方向に並列に走り、それら走査電
極５と信号電極６との各交点の部分に、画素電極１１と
ＴＦＴ１２とが多数マトリクス状に配列されている。そ
れぞれのＴＦＴ１２は対応する画素電極、走査電極及び
信号電極のそれぞれに対し、ソース及びドレイン電極の
一方の端子は画素電極１１に、他方の端子は信号電極６
に、ゲート電極は走査電極５に、それぞれ接続されてい
る。そして、各走査電極５は走査回路３に、各信号電極
５はデータ信号回路４に接続されている。このようなパ
ネルの構造自体は、それまでの液晶パネルと同じであ
る。
【０００６】上述の構成で、走査回路３は走査電極５を
線順次に選択し、データ信号回路４は、選択された走査
電極上の各画素に信号電極６を介して画像のデータ信号
を書き込んでいく。図７は、上述の動作の一例を示すタ
イミングチャートであって、上記特開２０００－２０６
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４９２号公報の図２を再掲して示す図である。図７を参
照して、１０本分の走査電極５に印加される走査信号Ｇ
１～Ｇ１０とそれらに対応するデータ信号とが示されて
いて、第１フィールド（時刻ｔ１～ｔ２）では奇数番目
の走査電極Ｇ１、Ｇ３、・・、Ｇ９が選択され、対応す
るデータ信号が信号電極５に印加されている。一方、こ
のフィールドでは選択されない偶数番目の走査電極Ｇ
２、Ｇ４、・・、Ｇ１０上の画素には、非表示（画素の
透過率が実質的に最低となる状態）とするためゼロ電圧
が各信号電極６に印加される。続く第２フィールド（時
刻ｔ２～ｔ３）には偶数番目の走査電極が選択され、こ
れに対応して各信号電極６にデータ信号が印加される。
一方、奇数番目の走査電極は選択されず、これに対応し
てゼロ電圧がそれぞれの信号電極６に印加される。この
２つのフィールドで１画面を表示する１フレームが構成
される。次のフレーム（時刻ｔ３～ｔ５）も同様な動作
が行なわれるが、液晶の劣化を防止するため、データ信
号の極性が反転されている。このように、信号電極６に
入力されるデータ信号に所定周期で非表示信号を挿入す
ることで、結果的に時間開口率５０％の非ホールド表示
となるようにして、動画像のぼけを改善している。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】特開２０００－２０６
４９２号公報に係る発明によれば、シャッタやストロボ
ライトなどの特別の部品を使わずに非ホールド表示を行
うことができ、動画像ぼけを改善できる。シャッタやス
トロボライトを用いる非ホールド化は、液晶パネル自体
の構造を大幅に変更しなければならないうえに、シャッ
タやストロボライトを所定タイミングで動作させるため
の回路が必要であったりするのに対し、特開２０００－
２０６４９２号公報に係る発明のような、駆動方法の変
更によって純電気的に非ホールド化する方法は、ＬＳＩ
の高機能化が著しい近年の状況に鑑みれば、従来の技術
との整合性が高いという利点がある。
【０００８】しかしながら、特開２０００－２０６４９
２号公報に係る発明のように動作させる場合、上記公報
にも記載されているように、それまでに比べ１走査電極
当りの選択時間を１／２に高速化しなければならず、そ
れがため、表示素子に使用できる液晶は高速応答性に優
れた液晶、すなわち強誘電性液晶、反強誘電性液晶及び
高速で応答できるネマチック液晶に限定される。
【０００９】ここで、ネマチック液晶のねじれの方向の
応答時間Ｔ

on
及び、ねじれが戻る方向の応答時間Ｔ

off
 

を考えてみる。Ｔ
on
及びＴ

off
 はそれぞれ、以下の理論

式で表される。
Ｔ

on
＝γｄ2 ／ε

0
 Δε（Ｖ2 －Ｖ

C
 2 ）

Ｔ
off

 ＝γｄ2 ／π2 Ｋ
（但し、γ、ｄ、ε

0
 、Δε、Ｖ、Ｖ

C
 、Ｋは、それぞ

れ、粘性率、セルギャップ、真空の誘電率、誘電率異方
性、印加電圧、しきい値電圧、弾性係数である）。
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【００１０】上記の二式から分るように、ネマチック液
晶の場合、Ｔ

on
側の応答速度は、液晶への印加電圧Ｖす

なわち画像データの信号レベルに依存し、信号レベルが
高いときは高速で応答するものの、データ信号のレベル
が低いときは応答が非常に遅くなる。一方、Ｔ

off
 側の

応答速度には印加電圧依存性はなく、データ信号のレベ
ルに関りなく常に一定である。
【００１１】このことから、特開２０００－２０６４９
２号公報に係る発明においては、強誘電性液晶や反強誘
電性液晶のように、ネマチック液晶に比べ応答速度が２
～３桁も速い液晶の場合はともかく、ＴＮ型に代表さ
れ、現在最も広く用いられている液晶であるネマチック
液晶の場合は、画素へのデータ信号の書込みに液晶をね
じる方向つまりＴ

on
側を用いると、応答速度は液晶がも

つ本来の性質によらず、データ信号のレベルによって制
限されることになり、信号レベルによっては相変わらず
動画像ぼけが生じてしまう。
【００１２】従って、本発明は、ＴＮ型液晶材料を用
い、信号電極に入力されるデータ信号に所定周期で非表
示信号を挿入することで液晶パネルを非ホールド表示に
する液晶表示装置及びその駆動方法において、動画像の
ぼけを画像データの信号レベルに関りなく改善できるよ
うにすることを目的とするものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置の
画像表示方法は、ＴＮ型液晶を用いたアクティブマトリ
クス型液晶パネル上の画像を、ノーマリホワイトで表示
する液晶表示装置の画像表示方法において、前記ＴＮ型
液晶のＴ

off
 側のみを用いて画像の表示を行うことを特

徴とする。
【００１４】また、上記の画像表示方法において、前記
液晶パネルの走査電極の１ライン毎に黒を表示し、イン
ターレース表示させることを特徴とする。
【００１５】或いはまた、映像信号を倍速表示すると共
に、前記液晶パネルの走査電極の１ライン毎に黒を表示
しインターレース表示させることを特徴とする。
【００１６】本発明の画像表示方法のポイントは、ＴＮ
型液晶を用い、ノーマリホワイトとし、液晶のねじれが
戻る方向、つまりＴ

off
 側のみを用いて画像を表示する

ことで、表示レベルによる応答時間の違いの発生を防ぐ
点にある。前述の二式から分るように、Ｔ

off
 側の応答

速度には印加電圧依存性はなく、応答速度はデータ信号
レベルによらず常に一定である。本発明においては、そ
のＴ

off
 側のみを用いて画像を表示する。従って、画素

へのデータ信号の書込みにおける液晶の応答速度は、表
示レベルに関係なく常に一定になり、液晶の持つ本来の
応答特性のままである。本発明においては、そのため
に、データ信号を書き込む前に１回液晶をひねる、つま
り黒を書くことを行う。
【００１７】次に、ＴＮ型液晶に限らず、Ｔ

off
 側の応
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答速度が速い液晶材料の場合には、映像信号を倍の画面
数とし且つインターレース形式で表示することで、ホー
ルド素子（液晶表示素子）のアパーチャ歪による時間方
向の解像度の劣化を更に改善し、動画像を高品質化す
る。
【００１８】
【発明の実施の形態】（実施例１）図１に、本発明の実
施例１に係る液晶表示装置のブロック図を示す。図１を
参照して、この図に示す液晶表示装置は、液晶パネル
１、走査回路３、データ信号回路４、Ｄ／Ａコンバータ
７、ライン間引き回路８、制御回路９を備えている。液
晶パネル１は、図６（ｂ）に示す従来の液晶パネルと同
様にアクティブマトリクス構造のものであって、表示素
子の液晶にはＴＮ型液晶を用いている。表示部２は、紙
面横方向に並列に走る複数の走査電極５と、縦方向に並
列に走る複数の信号電極６とを備えていて、それら走査
電極５と信号電極６との各交点の部分に、画素電極とＴ
ＦＴとが多数マトリクス状に配列されている。そして、
各走査電極５は走査回路３に、各信号電極５はデータ信
号回路４に接続されている。走査回路３は、制御回路９
からの命令に基いて、各走査電極６を線順次に選択して
いく。データ信号回路４は、Ｄ／Ａコンバータ７によっ
てアナログ化された映像信号を取り込み、同じく制御回
路９からの命令により、選択された走査電極上の各画素
に、信号電極６を介して画像データを書き込んでいく。
【００１９】ライン間引き回路８は、外部からのプログ
レッシブなディジタル映像信号を取り込み、制御回路９
に応じて走査電極５を線順次に選択していくと同時に、
選択した走査電極上の各画素に信号電極６を介して画像
データを書き込んでいく。但し、その場合、各画素への
データ信号の書込みには、ＴＮ液晶のＴ

off
 側を用い

る。また、図２に示すように、奇数番目の走査電極上の
画素に対してはデータ信号をそのまま出力すると共に、
偶数番目の走査電極上の画素に対しては黒レベルに置換
して書き込む場合と、偶数番目の走査電極上の各画素に
はデータ信号をそのまま出力すると共に、奇数番目の走
査電極上の画素には黒レベルに置換して書き込む場合と
を、交互に繰り返す。つまり、ライン間引き回路８は、
順次走査画像を表示上インターレース形式の画像に変換
する回路である。
【００２０】本実施例によれば、実効的に開口率５０％
の非ホールド表示ができ、動画像のぼけが改善できる。
その改善は、画像の表示レベルに関りなく一定で、ＴＮ
液晶の持つ本来の応答特性によって得られる。しかも、
インターレース形式の表示を行うことで、大画面でのフ
リッカも防止できる。
【００２１】（実施例２）図３に、実施例２に係る液晶
表示装置のブロック図を示す。本実施例は、図１に示す
実施例１に係る液晶表示装置に加えて、倍速変換回路１
０を備えている。この倍速変換回路１０は、外部より入*
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*力されるプログレッシブ・ディジタル映像信号を２倍の
画面枚数に変換して、ライン間引き回路８に出力する。
例えば、フィールド周期６０Ｈｚで映像信号がＡ，Ｂ，
Ｃ，Ｄの画面として入力されたとき、倍速の周期１２０
ＨｚのＡ，Ａ，Ｂ，Ｂ，Ｃ，Ｃ，Ｄ，Ｄの画面として出
力する。
【００２２】ライン間引き回路８は、倍速変換回路１０
が出力する倍速変換された有効映像期間ｎ本の映像信号
を入力し、ｎ本の画像のうち奇数ラインはそのまま出力
し、偶数ラインは黒レベルに置換して出力する場合と、
入力される倍速変換された有効映像期間ｎ本の画像のう
ち偶数ラインはそのまま出力し、奇数ラインは黒レベル
に置換して出力する場合を交互に繰り返す回路である。
つまり順次走査画像を表示上インターレース形式の画像
に変換する。
【００２３】本実施例によれば、実施例１に比べ、開口
率が１／２の２５％の非ホールド表示ができるので、そ
の分輝度応答の時間周波数特性が改善され、アパーチャ
歪による時間方向の解像度劣化が改善される。同時に、
インターレース形式の表示を行っているので、フリッカ
も防止される。
【００２４】
【発明の効果】以上説明した通り、本発明によれば、Ｔ
Ｎ型液晶材料を用い、信号電極に入力されるデータ信号
に所定周期で非表示信号を挿入することで液晶パネルを
非ホールド表示にする液晶表示装置及びその駆動方法に
おいて、動画像のぼけをデータ信号のレベルに関りなく
改善でき、しかも大画面でのフリッカも防止できる。
【００２５】また、映像信号を倍速表示することによっ
て、アパーチャ歪による時間方向の解像度劣化を更に改
善して、動画像をより高品質化できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１に係る液晶表示装置の構成を
示すブロック図である。
【図２】本発明の液晶パネルの駆動方法を示す図であ
る。
【図３】実施例２に係る液晶表示装置の構成を示すブロ
ック図である。
【図４】インパルス型表示素子の輝度応答とホールド型
表示素子の輝度応答との違いを示す図である。
【図５】従来の液晶表示装置の一例の構成を示すブロッ
ク図である。
【図６】従来の液晶表示装置の他の例の構成を示すブロ
ック図である。
【図７】図６に示す液晶表示装置の駆動方法の一例を示
す、タイミングチャート図である。
【符号の説明】
１    液晶パネル
２    表示部
３    走査回路
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４    データ信号回路
５    走査電極
６    信号電極
７    Ｄ／Ａコンバータ
８    ライン間引き回路 *
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*９    制御回路
１０    倍速変換回路
１１    画素電極
１２    ＴＦＴ

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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